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はじめに

改版履歴

本書は、当社製ポジショナータイプコントローラー（SCON2-CG）へ接続する機能安全ユニット
(SU-S-PN/NP）の安全機能の詳細とその使い方についてまとめた資料です。

立ち上げ方法につきましては、SCON2クイックスタートガイド、機能安全ユニットクイックスタートガイドを
参照してください。

その他コントローラー取扱いの詳細内容に関しては、別途コントローラー取扱説明書、

機能安全ユニット取扱説明書を参照してください。

本書では、SCON2 コントローラー、機能安全ユニットSU、RCS4シリーズアクチュエーターを
用いて説明します。
また、ツール操作は、IA-OS、パソコンOS環境はWindows 11 で説明します。

【本書対応のコントローラー】

●本書では、コントローラーのパラメーターを“コントローラーパラメーター”、

機能安全ユニットのパラメーターを“安全パラメーター” と呼びます。

●設定内容につきましては、条件や用途に合わせて変更をしてください。

●本書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて

いただく場合があります。

●この取扱説明書の内容についてご不審やお気付きの点などがありましたら、

“アイエイアイお客様センターエイト” もしくは、最寄りの当社営業所まで

お問合わせください。

●本文中における会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。

SCON2-CG コントローラー
SU-S-PN/NP 機能安全ユニット

1A 初版発行2025.5
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

安全機能を使用し、アクチュエーターの運転を行います。

接 続 例

コントローラー+機能安全ユニット

アクチュエーター

Ethernetケーブル

セーフティーコントローラー
セーフティーリレー など

USBケーブル

(市販品をご使用ください)

※ SCON2側USBコネクター：
mini Bタイプ

アクチュエーター動作をはじめる前に、アクチュエーター可動範囲内に干渉物がないか十分に
確認してください。

次頁より、以下６つの安全機能についてタイミングチャートを用いて、説明します。

1

2

3

STO（安全トルクオフ）機能

SOS（安全動作停止）機能

SS1-ｔ（安全停止1 時間制御）機能

SS2-ｔ（安全停止2 時間制限）機能

SLT（安全速度制御）機能

SLS（安全トルク制御）機能

4

5

6

制御用PLC

１ 安全機能を使用した動作
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

1 STO（安全トルクオフ）機能

STO（安全トルクオフ）機能は安全入力信号に基づいて、モーターへの電力供給を電子的に

遮断する機能です。

STO_IN_A/B 入力をOFF（STO 要求=有効）すると、リアクションタイム内に、

STO_OUT_A/B 出力をOFF し、モーターへのエネルギーを遮断します。

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号

STO入力

(STO有効指令)

STO出力

（STO有効状態）

モーターへの動力電源

供給遮断を要求します。
ON

ON

モーターへの

エネルギー供給

モーター

回転速度

リアクションタイム
SIDT※＋Max 8ms

モーターへの動力電源の

供給を遮断します。

OFF

OFF

遮断

STO状態

※SIDT：安全入力検出遅延時間 [ms] （安全パラメーターNo.42）

供給

その他に、以下の場合にSTO機能が実行します。

・ SS1-t 実行時

・ 安全ユニットが異常を検出した場合

STO要求を有効にしてから、モーターへのエネルギーが遮断されるまでのリアクションタイムは、

SIDT（安全パラメーターNo.42）+ 8ｍs となります。

SIDTを４ｍs に設定した場合、4ms + 8ms となり、12ms で応答します。

アクチュエーター動作中にSTOで駆動源遮断を行う場合、制動動作を行わないため、想定より、
停止距離が長くなってしまう可能性があります。
アクチュエーターの動作が停止したことを確認してから、駆動源遮断してください。
アクチュエーター動作中に駆動源遮断する際は、SS1-tをお使いください。
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

2 SOS（安全動作停止）機能

SOS（安全動作停止）機能は、モーターにエネルギー供給をした状態で、位置、速度の監視を行い

指定範囲以上外れないことを監視します。外れた場合、STO機能を実行します。

SOS機能は、SS2-t 機能により実行されます。

ON

ON

内部

STO要求

位置と速度が指定範囲を

超えないことを監視をします。

OFF

OFF

SOS状態

フィードバック

速度

SMDT※2

SSSL※1

OFF

※1 SSSL：安全停止中制限速度 [mm/s] （安全パラメーターNo.10）

※2 SMDT：安全停止中制限逸脱継続時間 [ms] （安全パラメーターNo.12）

※3 SSPL：安全停止中制限変化量 [mm] （安全パラメーターNo.11）

ON

内部

SOS要求

フィードバック

位置

SOS 出力

（SS2-t実行状態）

モーターへの

エネルギー供給
遮断

供給

SSPL※3

●

以下、速度超過を検出後、STO機能が実行された場合のタイミングチャートです。

STO状態

0mm/s

Min.

●その他関連パラメーター

安全停止中移動要求時間間隔（安全パラメーターNo.13）

安全停止時微小動作（コントローラーパラメーターNo.202）

安全停止時微小動作移動量（コントローラーパラメーターNo.204）

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

3 SS1-ｔ（安全停止1 時間制御）機能

SS1-t（安全停止1 時間制限）機能は、安全入力信号に基づいて、モーターの減速を開始させ、

安全パラメーターで設定した遅延時間が経過後、STO機能を実行する機能です。

SS1-t 出力※4

（SS1-t実行状態）

モーターに減速開始を

要求します。
ON

ON

モーターへの

エネルギー供給

モーターの速度がSSSL※3

以下になったことを確認します。

OFF

OFF

STO状態

SS1-t 入力

(SS1-t実行指令)

モーター

回転速度

SIDT※1

＋Max 8ms

SSWT※2

SSSL※3

遮断
供給

※1 SIDT：安全入力検出遅延時間 [ms] （安全パラメーターNo.42）

※2 SSWT：停止処理以移行待ち時間 [ms] （安全パラメーターNo.9）

※3 SSSL：安全停止中制限速度 [mm/s] （安全パラメーターNo.10）

その他に、以下の場合にSS1-t 機能が実行します。

・ 安全モードでSS1-t を選択した場合の異常（設定値超過）検出時

※4 SS1-t 出力が OFFになるタイミング と STOが機能するタイミングには時間差があります。

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号

●SS2-t 入力時の減速停止機能は、非安全機能です。

コントローラーパラメーターNo201 “SS2 時減速停止” を「1」に設定すると、有効になります。

●SSWT、SSSLは共にSTO状態に切り替わる条件の1つです。

SSWTに達していなくてもSSSLに達した場合STOへ移行します。
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

4 SS2-ｔ（安全停止2 時間制御）機能

SS2-t（安全停止2 時間制限）機能は、安全入力信号に基づいて、モーターを減速を開始させ、

安全パラメーターで設定した遅延時間が経過後、SOS機能を実行する機能です。

SS2-t 出力※4

（SS2-t実行状態）

モーターに減速開始を

要求します。
ON

ON

内部

SOS要求

モーターの速度がSSSL※3

以下になったことを確認します。

OFF

OFF

SOS状態

SS2-t 入力

(SS2-t実行指令)

モーター

回転速度

SIDT※1

＋Max 8ms

SSWT※2

SSSL※3

OFF
ON

その他に、以下の場合にSS2-t 機能が実行します。

・ 安全モードでSS2-t を選択した場合の異常（設定値超過）検出時

●SS2-t 入力時の減速停止機能は、非安全機能です。

コントローラーパラメーターNo201 “SS2 時減速停止” を「1」に設定すると、有効になります。

●SSWT、SSSLは共にSTO状態に切り替わる条件の1つです。

SSWTに達していなくてもSSSLに達した場合STOへ移行します。

※1 SIDT：安全入力検出遅延時間 [ms] （安全パラメーターNo.42）

※2 SSWT：停止処理以移行待ち時間 [ms] （安全パラメーターNo.9）

※3 SSSL：安全停止中制限速度 [mm/s] （安全パラメーターNo.10）

※4 SS2-t 出力が OFFになるタイミング と SOSが機能するタイミングには時間差があります。

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

5 SLS（安全速度制限）機能

SLS（安全速度制限）機能は、安全入力信号に基づいて、モーターの速度（フィードバック速度）を

監視する機能です。

設定した速度制限値を超えると、停止機能（SS1-t または SS2-t）を実行します。

※1 SMWx：安全モードｘ監視開始時間 [ms] （安全パラメーターNo.18～20）

※2 SLSx ：安全モードｘ速度制限値 [mm/s] （安全パラメーターNo.24～26）

※3 SMDx ：安全モードｘ異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21～23）

（注）※1 ～ ※3 の ”x” には、1~3の数字が入ります。

以下、安全モードｘ（安全パラメーターNo.15~17）に SLSを割り付け、SS1-t 実行をする

タイミングチャートの例です。SS2-t の場合は、モーターへのエネルギー遮断は行われません。

SMx 出力※4

（SLS実行状態）

モーター速度の監視を

要求します。
ON

ON

内部

SS1-t / SS2-t 要求

モーター速度の監視を

実行します。

OFF

OFF

STO状態

SMx 入力

(SLS実行指令)

フィードバック

速度

SMDx※3

SMWx※1

SLSx※2

OFF
ON

0mm/s

モーターへの

エネルギー供給
遮断

供給

SS1-t
動作中

SMDx※3

※4 SLS機能以外の監視機能を同時起動している場合は、すべての監視機能が

制限値以下になったときにSMx出力がOFF状態になります。

ON

●その他関連パラメーター

SLS 時速度低下（コントローラーパラメーターNo.200）

SLS 時速度低下比率（コントローラーパラメーターNo.203）

※ SLS 時速度低下が無効の場合、制限速度値を設定しても速度低下しません。

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号
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STEP
２

STEP

１ 安全機能について

6 SLT（安全トルク制限）機能

SLT（安全トルク制限）機能は、安全入力信号に基づいて、モーターの電流（モータートルク）を

監視する機能です。

設定した電流制限値を超えると、停止機能（SS1-t または SS2-t）を実行します。

※1 SMWx：安全モードｘ監視開始時間 [ms] （安全パラメーターNo.18～20）

※2 SLTx ：安全モードｘ電流制限値 [mA] （安全パラメーターNo.27～29）

※3 SMDx ：安全モードｘ異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21～23）

（注）※1 ～ ※3 の ”x” には、1~3の数字が入ります。

以下、安全モードｘ（安全パラメーターNo.15~17）に SLTを割り付け、 SS1-t の実行をする

タイミングチャートの例です。SS2-t の場合は、モーターへのエネルギー遮断は行われません。

※4 SLT機能以外の監視機能を同時起動している場合は、すべての監視機能が

制限値以下になったときにSMx出力がOFF状態になります。

SMx 出力※4

（SLS実行状態）

モーター電流値の監視を

要求します。
ON

ON

内部

SS1-t / SS2-t 要求

モーター電流値の監視を

実行します。

OFF

OFF

STO状態

SMx 入力

(SLS実行指令)

フィードバック

電流

SMDx※3

SMWx※1

SLTx※2

OFF
ON

0mA

モーターへの

エネルギー供給
遮断

供給

SS1-t
動作中

SMDx※3

ON

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号



リファレンスマニュアル ～ SCON2 機能安全ユニット～

©2024 ／株式会社アイエイアイ p10

STEP
２

STEP

１ 安全機能について

補足

機能安全ユニット設定ツールにて、安全パラメーターNo. 27～29 安全モードx 電流制限値（x=1,2,3）を、

直接入力して設定する場合の設定方法について説明します。

電流制限値設定 画面

電流制限値パラメーターは、パラメーターの単位そのままの電流値での指定のほか、推力［N］で指定することも

可能です（それに相当する電流値をツールが計算して設定します）。

対象のセルが編集モードに入ると、電流制限値設定 画面が表示されます。

“電流” と “推力” のどちらかを選択し、該当の入力欄に指定した単位の値を入力し、 OK をクリックします。

推力を選択した場合には、入力欄の下に表示されている電流の値が、最終的に安全ユニットに転送される値となります。

クリック

パラメーターの詳細については、以下の取扱説明書を参照してください。

● コントローラーパラメーター …SCON2 取扱説明書（MJ0458）

● 安全パラメーター …機能安全ユニット 取扱説明書（MJ0459）
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

1 安全入力信号による停止

動作中のアクチュエーターに対し、安全モードを使用せず、

SS1-t入力信号を入れることによって減速停止させる例について紹介します。

移動中

動作終了

STO
OFF

SS1-t
OFF

接 続 例

コントローラー+機能安全ユニット

アクチュエーター

Ethernetケーブル

USBケーブル

(市販品をご使用ください)

※ SCON2側USBコネクター：
mini Bタイプ

制御用PLC

安全入力機器

安全入力機器からの信号によりSS1-t_ INをOFFします。

設定した速度制限値を超えた場合、停止機能SS1-t を実行します。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

1 配線図

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
出
力
側
）

電源配線（DC24V）

安全機能の配線

機能接地（FG）

※ NCは配線不要

0V

0V

コネクターA

信号名 信号名

STO_IN_A STO_OUT_A

NC SBC_OUT_A

SS1_IN_A SS1_OUT_A

SS2_IN_A SS2_OUT_A

NC SOS_OUT_A

SM1_IN_A SM1_OUT_A

SM2_IN_A SM2_OUT_A

SM3_IN_A SM3_OUT_A

IN_COM_A OUT_COM_A

FG FG

コネクターB

信号名 信号名

STO_IN_B STO_OUT_B

NC SBC_OUT_B

SS1_IN_B SS1_OUT_B

SS2_IN_B SS2_OUT_B

NC SOS_OUT_B

SM1_IN_B SM1_OUT_B

SM2_IN_B SM2_OUT_B

SM3_IN_B SM3_OUT_B

IN_COM_B OUT_COM_B

FG FG

事例の配線図を以下に示します。

DC24V

DC24V

 STO_IN、SS1_IN、SS2_IN信号は使用しない場合、24Vに接続して下さい。

 出力信号は使用しない場合OPENにしてください。使用しない出力信号を0Vに接続すると

機能安全ユニットが故障する可能性があります。

 配線例はPNP仕様の場合の配線例になります。NPN仕様の場合、24Vと0Vの接続を入れ替えてください。

DC24V

DC24V

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
入
力
側
）
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

2 安全パラメーター設定

安全入力検出遅延時間 [ms] （安全パラメーターNo.42）

停止処理以移行待ち時間 [ms] （安全パラメーターNo.９）

安全停止中制限速度 [mm/s] （安全パラメーターNo.10）

以下安全パラメーターを設定します。②

安全パラメーターの転送を行います。③
機能安全ユニット設定ツール 画面

③
クリック

安全パラメーターの設定の詳細につきましてはSCON2機能安全ユニット クイックスタートガイド
(MJ0482)を参照してください。

②
設定

を起動し、機能安全ユニット設定ツール 画面を開きます。①

機能安全ユニット設定ツール 画面

●安全モード入力をオープンにする場合は、安全モードで設定できる安全機能(SLS等)を
無効にしてください。

●安全出力をオープンにする場合は、テストパルス機能パラメーターを無効に設定してください。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

モーターに減速開始を

要求します。
ON

モーターへの

エネルギー供給

OFF

STO状態

SS1-t 入力

(SS1-t実行指令)

モーター

回転速度

SIDT※1

＋Max 8ms

SSWT※2

SSSL※3

遮断
供給

3 動作確認

※1 SIDT：安全入力検出遅延時間 [ms] （安全パラメーターNo.42）

※2 SSWT：停止処理以移行待ち時間 [ms] （安全パラメーターNo.9）

※3 SSSL：安全停止中制限速度 [mm/s] （安全パラメーターNo.10）

※4 SS1-t 出力が OFFになるタイミング と STOが機能するタイミングには時間差があります。

アクチュエーターを運転し、動作確認を実施します。

事例のタイミングチャートを以下に示します。

外部状況

停止（駆動源遮断）外部から信号を入力
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

接 続 例

コントローラー+機能安全ユニット

アクチュエーター

Ethernetケーブル

USBケーブル

(市販品をご使用ください)

※ SCON2側USBコネクター：
mini Bタイプ

制御用PLC

安全入力機器

移動中

②SS1-t
OFF

①SM1_IN
OFF

動作終了

②STO
OFF

安全入力機器からの信号によりSM1_ INをOFFします。

設定した速度制限値を超えた場合、停止機能SS1-t を実行します。

設定した遅延時間終了後にSTOを実行します。

安全入力機器からの信号により安全モードを起動する例について紹介します。

事例では安全モード１にSLS（安全速度制限）を割り付けて実行します。

2 入力機器を使用して安全モードを起動
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

電源配線（DC24V）

安全機能の配線

機能接地（FG）

DC24V

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
出
力
側
）

※ NCは配線不要

0V

DC24V0V

コネクターA

信号名 信号名

STO_IN_A STO_OUT_A

NC SBC_OUT_A

SS1_IN_A SS1_OUT_A

SS2_IN_A SS2_OUT_A

NC SOS_OUT_A

SM1_IN_A SM1_OUT_A

SM2_IN_A SM2_OUT_A

SM3_IN_A SM3_OUT_A

IN_COM_A OUT_COM_A

FG FG

コネクターB

信号名 信号名

STO_IN_B STO_OUT_B

NC SBC_OUT_B

SS1_IN_B SS1_OUT_B

SS2_IN_B SS2_OUT_B

NC SOS_OUT_B

SM1_IN_B SM1_OUT_B

SM2_IN_B SM2_OUT_B

SM3_IN_B SM3_OUT_B

IN_COM_B OUT_COM_B

FG FG

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
入
力
側
）

1 配線図

※事例ではSM1_OUTに配線していますが、使用しない場合は配線不要です。

事例で使用する配線図を以下に示します。

DC24V

DC24V
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

2 安全パラメーター設定

以下安全パラメーターを設定します。③

安全パラメーターの転送を行います。④

③
設定

安全モード１監視開始時間 [ms] （安全パラメーターNo.18）

安全モード１速度制限値 [mm/s] （安全パラメーターNo.24）

安全モード１異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21）

を起動し、機能安全ユニット設定ツール 画面を開きます。①

機能安全ユニット設定ツール 画面

事例では安全モード1にSLS（安全速度制限）機能を割り付けるため、

安全パラメーターNo.15.01「安全モード1SLS有効無効選択」を「0：有効」に設定します。

また、 安全パラメーターNo.15.00「安全モードSS1/SS2設定」を「0：SS1-t」に設定します。

②

②
設定

④
クリック

安全出力をオープンにする場合は、テストパルス機能パラメーターを無効に設定してください。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

3 動作確認

●その他関連パラメーター

SLS 時速度低下（コントローラーパラメーターNo.200）

SLS 時速度低下比率（コントローラーパラメーターNo.203）

※4 SLS機能以外の監視機能を同時起動している場合は、すべての監視機能が

制限値以下になったときにSMx出力がOFF状態になります。

アクチュエーターを運転し、動作確認を実施します。

事例のタイミングチャートを以下に示します。

外部状況

ワーク重量が大きく

制限速度を超えて移動

速度監視開始

(制限速度内で動作）

安全入力機器から

信号を出力

SMx 出力※4

（SLS実行状態）

モーター速度の監視を

要求します。
ON

ON

内部

SS1-t / SS2-t 要求

モーター速度の監視を

実行します。

OFF

OFF

STO状態

SMx 入力

(SLS実行指令)

フィードバック

速度

SMDx※3

SMWx※1

SLSx※2

OFF
ON

0mm/s

モーターへの

エネルギー供給
遮断

供給

SS1-t
動作中

SMDx※3

ON

※1 SMWx：安全モードｘ監視開始時間 [ms] （安全パラメーターNo.18～20）

※2 SLSx ：安全モードｘ速度制限値 [mm/s] （安全パラメーターNo.24～26）

※3 SMDx ：安全モードｘ異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21～23）

（注）※1 ～ ※3 の ”x” には、1~3の数字が入ります。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

電源配線（DC24V）

安全機能の配線

機能接地（FG）

DC24V

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
出
力
側
）

※ NCは配線不要

0V

DC24V0V

コネクターA

信号名 信号名

STO_IN_A STO_OUT_A

NC SBC_OUT_A

SS1_IN_A SS1_OUT_A

SS2_IN_A SS2_OUT_A

NC SOS_OUT_A

SM1_IN_A SM1_OUT_A

SM2_IN_A SM2_OUT_A

SM3_IN_A SM3_OUT_A

IN_COM_A OUT_COM_A

FG FG

コネクターB

信号名 信号名

STO_IN_B STO_OUT_B

NC SBC_OUT_B

SS1_IN_B SS1_OUT_B

SS2_IN_B SS2_OUT_B

NC SOS_OUT_B

SM1_IN_B SM1_OUT_B

SM2_IN_B SM2_OUT_B

SM3_IN_B SM3_OUT_B

IN_COM_B OUT_COM_B

FG FG

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー
な
ど
（
入
力
側
）

常時安全モードを使用する場合、SMx_IN※へ配線しなくても使用できます。
ただし、復旧の際に一度SMx_IN ※をONする必要があるため、その場合は後から接点を
追加する必要があります。（ ※”x” には、1~3の数字が入ります。 ）

1 配線図

事例で使用する配線図を以下に示します。

3 常時安全モードで使用
安全モードを使用する例について紹介します。

事例では安全モード１にSLT（安全トルク制限）を割り付けて使用します。

DC24V

DC24V
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

2 安全パラメーター設定

以下安全パラメーターを設定します。③

安全パラメーターの転送を行います。④

安全モード１監視開始時間 [ms] （安全パラメーターNo.18）

安全モード１電流制限値 [mm/s] （安全パラメーターNo.27）

安全モード１異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21）

を起動し、機能安全ユニット設定ツール 画面を開きます。①

機能安全ユニット設定ツール 画面

事例では安全モード1にSLS（安全速度制限）機能を割り付けるため、

安全パラメーターNo.15.01「安全モード1SLS有効無効選択」を「0：有効」に設定します。

また、 安全パラメーターNo.15.00「安全モードSS1/SS2設定」を「0：SS1-t」に設定します。

②

②
設定

④
クリック

③
設定

安全出力をオープンにする場合は、テストパルス機能パラメーターを無効に設定してください。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

3 動作確認

アクチュエーターを運転し、動作確認を実施します。

事例のタイミングチャートを以下に示します。

外部状況

物体と衝突し

制限電流値を越えて動作

電流値監視

(電流制限値内で動作中）

SMx 出力

（SLS実行状態）

モーター電流値の監視を

要求します。

内部

SS1-t / SS2-t 要求

モーター電流値の監視を

実行します。

OFF

OFF

STO状態

フィードバック

電流

SLTx※1

OFF
ON

0mA

モーターへの

エネルギー供給 遮断
供給

SS1-t
動作中

SMDx※2

ON

SMx 入力

(SLS実行指令)

※1 SLTx ：安全モードｘ電流制限値 [mA] （安全パラメーターNo.27～29）

※2 SMDx ：安全モードｘ異常検出時間 [ms] （安全パラメーターNo.21～23）

（注）※1 ～ ※2 の ”x” には、1~2の数字が入ります。
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安全機能の使用例
STEP
１

STEP
２

復帰手順について

安全モード実行中に監視対象（位置、速度、トルク等）が制限値を超過した場合、

停止機能（SS1-tまたはSS2-t）が実行されます。

停止状態を解除するためには一度SMx InをON（監視無効)に

する必要があります。 (”x”には1～3の数字が入ります。）

その後、必要に応じて監視対象が制限範囲内になるように復帰操作を行ってください。

SMx 出力※4

（SLT実行状態）

内部

SS1-t / SS2-t 要求

OFF

STO状態

SMx 入力

(SLT実行指令)

フィードバック

電流

OFF
ON

0%

モーターへの

エネルギー供給

供給
遮断 供給

ON

ON

SS1-t
動作中

復帰

※ 上図は停止機能にSS1-t機能を選択した場合の例です。SS2-tを実行した場合モータ電力の遮断は

行われません。

※ 必要な復旧操作を行わずに安全モードを実行した場合、再度停止機能が実行されます。

ON

入力
セーフティーコントローラー ⇒ コントローラーへの
入力信号

出力
コントローラー ⇒ セーフティーコントローラーへの
出力信号
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